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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
(1) 精神科関連学会、その他関係学会と連携し、統一的な精神科の病名・用語を整備すべく、DSM-5-

TR における訳語を決定するとともに、ICD-11 の分類の表記に用いる用語の和訳案を厚生労働省
に提出した。また、精神科領域に関する不適切用語についての洗い出しを行った。 

(2) 学会誌（精神神経学雑誌）を年 12 回発行している。特集論文を依頼形式から投稿形式へ変更した
ほか、精神神経学雑誌投稿奨励賞（地方会部門）を新たに設立するなどの制度整備を行った。 

(3) 英文機関誌（Psychiatry and Clinical Neurosciences（PCN））を年 12 回発行（冊子体は年 6 回発
行）しているところ、2023 年には Impact Factor が 11.9 となり、Psychiatry の分野では世界ラン
ク 8 位となった。また、PCN 誌の姉妹誌として、2022 年には Open Access のオンラインジャー
ナルとして、Psychiatry and Clinical Neurosciences Reports（PCN Reports）を発刊し、Scopusに
収載されることが決定した。 

(4) 政府の健康・医療戦略、そして AMED、文部科学省、厚生労働省による取組の動向を踏まえ、当
学会を含む 13 の学会・団体と協働し、「精神疾患の克服と障害支援にむけた研究推進の提言」を改
訂するとともに、当事者・家族の方から提言についての理解を得られるよう「当事者・家族・一般
向け版」を作成した。 

ｂ.当該領域における国際的な役割 
(1) 毎年開催する学術総会において、海外から若手医師を招聘して Fellowship Award を授与し、日本

人医師と共にシンポジウムを行っている。その他シンポジウム等に海外から招聘したベテラン医
師を交え Leaders Round Table を開催し、各国学会のリーダーとの交流を通じて定期的な情報交換
を行っている。 

(2) 国際学会発表賞や若手国際シンポジウム発表賞の授与、国際共同研究を通して若手の国際ネット
ワークの発展を企図した取組を行っている。 

(3) APA 大会、RANZCP 大会等の国際学会へ代表者を派遣し共同シンポジウムの実施や、当学会の国
際会員を募集するなど、積極的な国際交流・情報発信に努めている。 

ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

＜精神科医療を担う人材の育成＞ 
 基本領域学会の一つとして、新たな精神科専門医制度が支障なく運営されるように学会をあげて取

り組んでいる。加えて、精神科医の生涯教育、さらには医学生、研修医の教育に役立つテキストや
e ラーニング教材の充実にも力を入れており、これらの取組を通じて、良質な精神科医療が国民に
とって身近なものとして提供される社会の実現に必要な役割を果たしている。 

 



＜精神科医療・精神医学に関わる社会課題等についての国民への情報発信＞ 
(1) 2023年 5 月に提言「わが国の精神科医療・保健福祉のあるべき姿について」を公表した。これは、

精神疾患、精神科医療を巡る数多の課題は、現代社会に生きる人々の文化的で健康的な生活と生存
に関わる極めて重要な課題であることを国民・社会と共有することを企図したものであった。 

(2) 2024 年 2 月に「優生保護法下における精神科医療及び精神科医の果たした役割に関する研究報告
書」及び「優生保護法に関する声明」を公表した。これは、精神科医療の差別的歴史、現在も存在
する精神・知的障害への差別、制度上の不合理と向き合うことの重要性を社会に示すものであった。 

 
＜各種の政策に対する提言＞ 
 2021年度以降も、精神保健福祉法改正、そして自殺対策大綱の改定など、精神保健医療福祉領域に

おける各種の政策が立法府、政府において検討・実施されてきた。これらに対し、社会倫理・人権
擁護、教育制度、医療・福祉に従事する人材の確保等の様々な観点から提言を行うなどして、政策
形成にあたって提言を行った。以下は、2021 年度から 2023 年度にかけての主な提言である。 
･ 自殺総合対策大綱改定に関する提言（2022年 1 月） 
･ 精神科救急・急性期医療における身体拘束に関する基本認識（2022年 3 月） 
･ 精神保健福祉法改正に関する学会見解（2022 年 9月） 

ｄ.学会運営上留意している点 

(1) 精神科医療が、精神疾患を持つ人のためのものであることを再確認し、その目的に資する学会活動
を行う。その上で、安心して治療を受けられる質の高い精神科医療・福祉を推進する。 

(2) 精神科専門医の重要性・必要性について日本専門医機構へ積極的に提言し、国民にとってわかりや
すくバランスの取れた精神科専門医制度の仕組みの整備に努め、高質な専門医の育成を進める。 

(3) 精神科領域に関わる倫理的・社会的問題について、国民や東京に積極的かつ迅速に意見表明を行う。 
(4) 多様な背景（ジェンダー、年齢、所属機関、国籍など）を持つ学会員が、それぞれの力を存分に発

揮しつつも、建設的に協調できるような学会運営を推進する。 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

(1) 日本糖尿病学会及び日本肥満学会と協働し「統合失調症に合併する肥満・糖尿病の予防ガイド」の
当事者・家族・一般向け版を作成したほか、日本産科婦人科学会と共同して「精神疾患を合併した、
或いは合併の可能性のある妊産婦の診療ガイド」の当事者・家族・一般向け版ガイドを作成した。 

(2) 日本核医学会、日本神経学会、日本神経治療学会、日本認知症学会、日本老年医学会、日本老年精
神医学会と共同で「アミロイド PET イメージング剤の適正使用ガイドライン（改訂第 3版）」を
作成したほか、「認知症に関する脳脊髄液・血液バイオマーカー、APOE検査の適正使用指針（改
訂第 2 版）」を作成した。 

(3) 精神科サブスペシャルティボードを設立し、サブスペシャルティ領域の関連学会と連携を図りな
がら、より良いサブスペシャルティ専門医制度の構築を進めている。 

 


